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科学技術振興機構報 第１６７５号 

令 和 ６ 年 ３ 月 ２ １ 日 

 

東京都千代田区四番町５番地３ 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

Tel：03-5214-8404（広報課） 

URL https://www.jst.go.jp 

 

次世代研究者挑戦的研究プログラム（ＳＰＲＩＮＧ）における 

令和６年度新規プロジェクトの決定について 
 
ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、「次世代研究者挑戦的研究プログラム（ＳＰＲＩＮ

Ｇ）」における新規プロジェクト７６件を決定しました（別紙１）。うち１０件は今回の

公募により新たにＳＰＲＩＮＧを実施することになった大学です。 
本事業は、博士後期課程の学生が研究に専念できる環境を整備し、卓越した博士人材

の育成や輩出を目指す事業です。博士後期課程の学生は、日本の科学技術・イノベーショ

ンの将来を担う存在ですが、近年、「博士課程に進学すると生活の経済的な見通しが立た

ない」「博士課程修了後の就職が心配だ」といった理由から、修士課程から博士後期課程

への進学者数や進学率が減少傾向にあり、危機的な状況が指摘されています。そうした

状況を踏まえ、本事業では、既存の枠組みを越えて優秀な博士後期課程の学生の選抜な

どを行う事業統括を選定し、当該事業統括により選抜された学生に対する生活費相当額

および研究費の支給や、キャリア開発・育成コンテンツの提供を始めとする多様な支援

を行います（参考）。 
今回の公募は、令和５年１１月２４日（金）から１２月２５日（月）まで行い、外部

専門家で構成された委員会による審査（別紙２）を経て、７６件の支援プロジェクトを

決定しました。 
 
詳細については、下記ホームページをご覧ください。 
ホームページＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/jisedai/index.html 

 
＜添付資料＞ 
別紙１：「次世代研究者挑戦的研究プログラム」採択プロジェクト・事業統括一覧 

別紙２：「次世代研究者挑戦的研究プログラム」委員会 委員一覧 

参 考：「次世代研究者挑戦的研究プログラム」公募概要 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 助成事業推進部 博士学生支援グループ 

〒102-0081 東京都千代田区四番町４番地２ 

正木 法雄（マサキ ノリオ） 

E-mail：jisedai-application[at]jst.go.jp 

※お問い合わせは電子メールでお願いします。 



2 

 

＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 
例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあ

またの困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。ＪＳＴは、これらの困難

に「科学技術」で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研

究戦略の立案、研究の基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学ファ

ンドの運用など。ＪＳＴは荒波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学技術

を支えながら、安全で豊かな暮らしを未来へとつなぎます。 

ＪＳＴは、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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「次世代研究者挑戦的研究プログラム」採択プロジェクト・事業統括一覧 

 
（大学名五十音順） 

大学名 事業統括 プロジェクト名 

青山学院大学 長 秀雄 
ＡＧＵフューチャーイーグルプロジェクト（ＡＧＵ Ｆｕｔ

ｕｒｅ Ｅａｇｌｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ） 

秋田大学 山村 明弘 
グリーン社会の実現を目指す資源学と理工学の共創型博士

人材育成プログラム 

茨城大学 武田 茂樹 
サステナブルな社会の構築に資する高度科学技術人材育成

プロジェクト 

愛媛大学 八尋 秀典 
愛媛から世界をめざす学生のための博士人材育成プログラ

ム‐ＥＵ ＳＰＲＩＮＧ‐ 

大阪公立大学 重松 孝昌 リゾーム型研究者人材育成による学際知ブルーミング 

大阪大学 森井 英一 
学際融合を推進し社会実装を担う次世代挑戦的研究者育成

プロジェクト 

岡山大学 菅 誠治 
高度な知識と未来思考で社会変革を導く博士人材育成プロ

グラム（ＯＵＳＰＲＩＮＧ） 

香川大学※ 秋光 和也 
地域密着型イノベーションを可能とする次世代研究者育成

プログラム 

金沢大学 森本 章治 
「知」の共創と往還で実現する新価値創造人材育成プロジェ

クト 

鹿屋体育大学※ 前田 明 
鹿屋体育大学次世代Ａ．Ｃ．Ｅ．博士人材育成・強化プロジェ

クト 

関西大学 山本 秀樹 
次世代を生き抜くための「考動力」と「革新力」を兼ね備え

た博士人材育成プロジェクト 

北九州市立大学 加藤 尊秋 地域で育て地域を興す博士後期プログラム（第２期） 

岐阜薬科大学 檜井 栄一 薬学系融合研究を推進する将来のリーダー人材の育成 

九州工業大学 中藤 良久 グローバルエンジニア型博士人材育成プロジェクト 

別紙１ 
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九州大学 君塚 信夫 九州大学 未来を拓く博士人財育成プログラム 

京都工芸繊維大学 堀内 淳一 
京都産学共創による分野横断型イノベーションリーダー人

材育成プログラム 

京都産業大学 加藤 啓子 将来の社会を担って立つ博士人材の育成 

京都大学 平島 崇男 
京都大学大学院教育支援機構（ＤｏＧＳ）ＳＰＲＩＮＧプロ

グラム 

京都府立医科大学 八木田 和弘 
京都府立医科大学Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ

フェローシップ 

熊本大学 高島 和希 
Ｂｅｔｔｅｒ Ｃｏ－ｂｅｉｎｇ社会を切り拓く異分野共創

型 博士イノベーター育成プログラム 

群馬大学 林 邦彦 次世代グンマ創発的博士人財インダクションプログラム 

慶應義塾大学 泰岡 顕治 未来のコモンセンスをつくる博士人材の育成 

高知大学※ 津江 保彦 次世代海洋資源研究者育成プロジェクト 

甲南大学 村嶋 貴之 
地域連携プラットフォームを活用する産学・官学連携イン

ターンシップ等によるトランスレーショナル人材の育成 

神戸大学 大村 直人 異分野共創による次世代卓越博士人材育成プロジェクト 

静岡大学 川田 善正 
光医工学とグリーン科学を基盤とした超領域博士人材育成

プログラム 

芝浦工業大学※ 中村 仁 国際連携・産学官民連携によるシグマ型博士人材の育成 

島根大学 齋藤 文紀 
持続可能な社会構築に向けた島根大学高度人材育成プロ

ジェクト（Ｓ－ＳＰＲＩＮＧ） 

上智大学※ 高井 健一 
持続可能な社会の未来を拓くグローバル博士人材育成プロ

ジェクト（Ｓｏｐｈｉａ ＳＰＲＩＮＧ Ｐｒｏｊｅｃｔ） 

信州大学 平野 吉直 次世代高度人材「地域発科学技術革新志士」育成プログラム 
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千葉大学 斎藤 哲一郎 全方位・挑戦的融合イノベーター博士人材養成プロジェクト 

中央大学※ 梅田 和昇 

イノベーションの展開に貢献する人材養成の博士後期課程

プログラム（Ｄ－ＣＰＲＡ：Ｃｈｕｏ Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ 

ｆｏｒ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ ｉｎ Ｄ

ｏｃｔｏｒａｌ Ｃｏｕｒｓｅｓ） 

中部大学 宮浦 千里 
創発的分野融合により地球規模の社会課題へ挑戦する博士

人材の養成 

筑波大学 加藤 光保 
学問分野の壁を超えて多様な人材と共創できるトランス

ボーダー型価値創造人材育成プロジェクト 

電気通信大学 米田 仁紀 
博士学生の独自ネットワーク形成・自主運営を利用した開発

主導型研究・教育支援プログラム 

東京医科歯科大学 礒村 宜和 
ＴＭＤＵ統合知と癒しの次世代フロントランナー育成プロ

グラム（略称：ＴＭＤＵ－ＳＰＲＩＮＧ） 

東京海洋大学 井関 俊夫 
ＳＰＲＩＮＧ ＴＵＭＳＡＴ ２（第二期 創発的海洋研究・

産業人材育成支援プロジェクト） 

東京工業大学 齊藤 滋規 
Ｔｏｋｙｏ Ｔｅｃｈ 総合知と癒しの次世代フロントラン

ナー育成プログラム 

東京大学 大越 慎一 
グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）を先導する高度

人材育成 

東京都市大学 田口 亮 
アジア大洋州地域の発展をリードするアントレプレナー

シップ能力を備えたグローバル人材育成プログラム 

東京都立大学 堀田 貴嗣 
領域リフレーミング（Ａｒｅｎａ Ｒｅｆｒａｍｉｎｇ：Ａ

Ｒ）双対型博士人材育成プロジェクト 

東京農業大学 志和地 弘信 
グローバルで食料生産向上に挑戦する高度人材養成包括的

プロジェクト 

東京農工大学 長澤 和夫 ＦＬＯｕＲＩＳＨフェローシップ事業 

東京薬科大学 降幡 知巳 

東京薬科大学未来医療・共生社会創造人育成プロジェクトＢ

ＵＴＴＯＢＥ－ＮＥＸＴ－Ｂｅｅｆ Ｕｐ Ｔｏｙａｋｕ Ｔ

ａｌｅｎｔｓ ｔｏ ｇＯ ＢＥｙｏｎｄ ｔｈｅ ｂｏｒｄｅ

ｒｓ ｆｏｒ ＮＥＸＴ ｅｒａ ｌｅａｄｅｒｓ－ 

東京理科大学 倉渕 隆 
イノベーティブ博士人材育成のための共創力強化プロジェ

クト 
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同志社大学 小原 克博 
同志社大学大学院博士課程次世代研究者挑戦的研究プロ

ジェクト 

東北大学 山口 昌弘 
東北大学高等大学院博士後期課程学生挑戦的研究支援プロ

ジェクト 

東洋大学 北脇 秀敏 
健康と人間の安全保障のための哲学を持つ多様な挑戦的研

究者育成プロジェクト 

徳島大学 安友 康二 
研究クラスターを核とした学際的イノベーション人材の育

成－徳島大学うずしおプログラム－ 

富山大学 田端 俊英 

「立山連峰プログラム」～専門領域の頂点に登攀（とうはん）

し、異分野への縦走を展開できる次世代イノベーション人財

育成～ 

豊橋技術科学大学 南 哲人 実践的イノベーティブ博士人材育成プログラム 

長崎大学 河本 和明 
プラネタリーヘルスを担う博士人材育成のための学際的教

育システムの構築 

名古屋工業大学 井門 康司 
複数指導教員体制による未来を切り拓く次世代研究者育成

プロジェクト 

名古屋市立大学 澤本 和延 
イノベーション創出に資する次世代研究者エンパワメント

プログラム 

名古屋大学／ 

岐阜大学 

藤巻 朗／ 

小山 博之 

東海国立大学機構メイク・ニュー・スタンダード次世代研究

事業 

奈良女子大学 山内 茂雄 
奈良女子大学次世代研究者育成プログラムＳＧＣ－ＮＥＸ

ＵＳ 

奈良先端科学技術

大学院大学 
加藤 博一 

先端科学技術融合分野におけるイノベーティブ博士人材支

援プロジェクトＶｅｒ．２（ＮＡＩＳＴ Ｇｒａｎｉｔｅ Ｐ

ｒｏｇｒａｍ） 

新潟医療福祉大学※ 大西 秀明 

Ｓｏｃｉｅｔｙ ５．０ における共生社会を先導する次世代

ＱＯＬサポーター育成プロジェクト：Ｎｅｘｔ－Ｇｅｎｅｒ

ａｔｉｏｎ ＱＯＬ Ｓｕｐｐｏｒｔｅｒ Ａｄｖａｎｃｅｍ

ｅｎｔ Ｐｒｏｊｅｃｔ（ＮＱＳＡＰ） 

新潟大学 本田 明治 
未来社会を牽引するグローバルな総合知を備えたフロント

ランナー育成プロジェクト 

一橋大学※ 稲葉 哲郎 
「Ｔｈｅ Ｂｒｉｄｇｅ ｔｏ ｔｈｅ Ｆｕｔｕｒｅ」一橋大

学博士イノベーション人材育成プロジェクト 

兵庫県立大学 豊田 紀章 
ＧＸ，ＤＸによる社会課題解決にむけた兵庫県立大学型次世

代研究者育成プログラム 
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弘前大学 金本 俊幾 
医理工を核とした科学技術・イノベーション創出研究者の育

成 

広島大学 島田 昌之 広島大学創発的次世代研究者育成・支援プログラム 

福井大学※ 明石 行生 
研究力高度化を推進力とする「ふくいＧｌｏｂａｌ Ｉｍａ

ｇｉｎｅｅｒ育成制度」の構築 

北陸先端科学技術

大学院大学 
飯田 弘之 未来創造イノベーション博士人材支援プログラム 

北海道大学 石森 浩一郎 
ＥｘｃｅｌｌｅｎｃｅとＥｘｔｅｎｓｉｏｎの融合による

未来社会の開拓者育成プログラム 

三重大学 矢野 賢一 

三重の価値が育む博士人材創出プロジェクト「常若」（ＴＯ

ＫＯＷＡＫＡ）－社会との共創で未来を拓く、可能性豊かな

若手研究者創出への挑戦－ 

宮崎大学 池田 正浩 
宮崎大学の高度異分野融合性を活用した次世代研究者支援

プロジェクト 

室蘭工業大学 董 冕雄 
次世代イノベーションを駆動する異分野融合博士人材育成

支援プロジェクト 

山形大学 伊藤 浩志 やまがた次世代共創イノベーション人材育成プログラム 

山口大学 堤 宏守 
深化した“シン・文殊グループ”を核とする異分野融合研究

実践型博士後期課程学生育成プロジェクト 

山梨大学 奥田 徹 “越境”による拡張型博士人材の育成 

横浜国立大学※
   四方 順司 

持続可能なイノベーションを牽引するインクルーシブ・リー

ダーシップ養成プロジェクト 

横浜市立大学 橘 勝 データ思考イノベーティブ人材育成プログラム 

立命館大学 徳田 昭雄 
立命館先進研究アカデミー学生フェローシッププログラム

（ＲＡＲＡ×ＳＰＲＩＮＧ） 

早稲田大学 本間 敬之 
早稲田オープン・イノベーション・エコシステム挑戦的研究

プログラム 

 

※は今回の公募により、新たにＳＰＲＩＮＧを実施することになった大学。 
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「次世代研究者挑戦的研究プログラム」委員会 委員一覧 

 

役割 氏名 所属・役職 

委員長 笠原 博徳 早稲田大学 理工学術院 教授 

委員 大隅 典子 東北大学 副学長／大学院医学系研究科 教授 

委員 尾上 孝雄 大阪大学 理事・副学長 

委員 神成 文彦 慶應義塾大学 理工学部 名誉教授 

委員 佐藤 康博 株式会社みずほフィナンシャルグループ 特別顧問 

委員 島田 啓一郎 ソニーグループ株式会社 社友 

委員 杉山 直 名古屋大学 総長 

委員 橋本 隆子 千葉商科大学 副学長／商経学部 教授 

委員 長谷山 美紀 北海道大学 副学長／大学院情報科学院 研究院長 

委員 林 隆之 政策研究大学院大学 政策研究科 教授 

委員 樋原 伸彦 早稲田大学ビジネススクール 准教授 

委員 日比谷 潤子 聖心女子学院 常務理事 

（令和６年２月現在） 

別紙２ 
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「次世代研究者挑戦的研究プログラム」公募概要 

 

１．事業の趣旨 

博士後期課程の学生は、日本の科学技術・イノベーションの将来を担う存在ですが、近

年、「進学すると生活の経済的な見通しが立たない」「課程修了後の就職が心配だ」といっ

た理由から、修士課程から博士後期課程への進学者数や進学率に減少傾向が見られ、危機

的な状況が指摘されています。志ある優秀な博士後期課程の学生への経済的な支援を抜本

的に強化し、博士人材が幅広く活躍するための多様なキャリアパスを整備するなど、日本

の博士課程教育システムの改革が強く求められています。 

本事業では、このような状況を打破するため、既存の枠組みを越えて選抜された優秀な

博士後期課程の学生に対して生活費相当額および研究費の支給や、キャリア開発・育成コ

ンテンツなどの支援を提供します。 

 

 
 

 

 

 

参考 
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２．事業の概要

博士後期課程の学生への支援構想である「博士後期課程学生支援プロジェクト」を提案

し、その提案を各大学で責任者として実施する事業統括を募集します。 

当該事業統括により選抜された優秀な博士後期課程の学生には、所属元の変更などの

ポータビリティを担保した上で自身の自由で挑戦的・融合的な研究に専念できる環境を提

供します。併せて当該学生に対しては、生活費相当額および研究費の支給や、キャリア開

発・育成コンテンツ（国際性や学際性の養成、トランスファラブルスキルの習得注）、イン

ターンシップなど）を始めとするさまざまな支援が提供されます。 

なお、これらの取り組みを円滑に実施するため、事業統括は、自身の業務遂行を支える

運営チームを編成することとします。 

 

注）トランスファラブルスキル 
社会人に求められる能力のうち、特に転用・応用可能で、分野や業態を問わず活用する

ために必要となる汎用性の高いものを指す。 
 

３．事業の特徴  

本事業は、修士課程から博士後期課程への進学者数・進学率の減少の背景として指摘さ

れる、経済面やキャリアパスの不安などを解消するため、生活費相当額および研究費支給

やキャリア開発・育成支援などを行うのが特徴です。 

本事業を通じ、①優秀な志ある博士後期課程学生への経済的支援を抜本的に強化し、②

博士人材が幅広く活躍するための多様なキャリアパスを整備し、③それらに資する日本の

博士課程教育システム改革の推進を目指します。 

 

４．実施経費・実施期間  
（１）実施経費 

博士後期課程学生１人当たりの支給額は２９０万円程度／年 

（生活費相当額＋研究費） 

※学生１人当たり下限を２２０万円とし、事業統括の裁量により変動 

（２）実施期間  

安定的な事業継続を行う予定。 

（選定された大学の取組状況や大学ファンドの運用益による支援策の検討などを

踏まえて、毎年度、継続を判断） 

（３）募集期間  

令和５年１１月２４日（金）から１２月２５日（月）正午 

 


